
 

  

 

 

ＧＡＰ検定・利用規約（以下「本規約」という）は、特定非営利活動法人農業ナビゲーション研究所（以下「当研究所」という）が      

提供するＧＡＰ検定の利用の条件に関して、当研究所と利用者との間で締結される合意文書です。 

 

1．利用範囲 

ＧＡＰ検定には、受講する内容（電子情報）の他に、それに関連した媒体、印刷物（マニュアルなどの文書）、および電子文書などが 

含まれます。別途、使用許諾契約書又は使用条項が添付されている場合はそれらが優先します。 

2．著作権等 

ＧＡＰ検定の著作権、商標権その他の無体財産権などは当研究所に帰属します。 

3．利用許諾 

1）利用者が本規約に同意されることを条件に、ＧＡＰ検定を利用することができます。 

2）受講申込みが完了した時点で、利用者は本規約に同意したものとします。 

3）利用者は受講申込み完了後、当研究所が通知する受講開始日から９０日間にＧＡＰ検定を利用することができます。 

4．利用料金 

1）利用者は、ＧＡＰ検定を利用するために所定の料金を当研究所に支払わなければなりません。 

 2）利用者は、いかなる場合でも既に支払った料金の返還を当研究所に請求することはできません。 

5．制限事項 

1）利用者は、ＧＡＰ検定を利用するために受講申込みを完了しなければなりません。 

2）利用者は、ＧＡＰ検定を複製することはできません。 

3）利用者は、ＧＡＰ検定を譲渡したり、第三者に再利用権を許諾または移転することはできません。 

4）利用者は、ＧＡＰ検定を利用または複製し第三者に対しサービスを提供するなど、商業を目的として利用することはできません。 

6．保証 

1）当研究所は、ＧＡＰ検定の利用または利用不能から生ずるいかなる損害に関して、一切責任を負わないものとします。 

2）当研究所は、ＧＡＰ検定の利用に起因または関連して利用者と第三者との間に生じたいかなる紛争についても、一切責任を負わな 

いものとします。 

7．免責 

当研究所がＧＡＰ検定の誤りを訂正した場合は、ＧＡＰ検定またはそれに関する情報を当研究所のホームページ上で告知することと 

し、これをもって唯一の責任とします。 

8．秘密保持 

1）利用者は、ＧＡＰ検定の利用を通じて知り得た情報および本規約の内容のうち公知となっていない情報についての秘密を保持する 

ものとし、いかなる場合にも第三者にこれを開示または漏洩しないものとします。 

2）当研究所は、利用者個人を識別できる情報（個人情報）およびＧＡＰ検定を利用する際に生成される利用者固有の情報の取り扱い 

については、日本国の従うべき法令を遵守するとともに、セキュリティ対策を行うことにより、適切に管理することとします。 

9．その他 

1）当研究所は、利用者が本規約のいずれかの内容に違反した場合、利用者の受講を直ちに終了することができます。 

2）当研究所は、利用者が本規約のいずれかの内容に違反し、または何らかの不正な行為によって当研究所に損害が生じた場合は、   

利用者に対してその賠償を請求することができます。 

3）前項において、当研究所は、利用者の情報および当該事実の内容を公表することができます。 

4）利用者は、ＧＡＰ検定の受講が終了した後も、ＧＡＰ検定およびそれに関連した媒体、印刷物（マニュアルなどの文書）、電子 

文書などの取扱いに関して、本規約の内容に従うものとします。 

5）当研究所は、本規約の内容を予告なく変更することができます。 
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